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はじめに

日本財団は、近年は子ども支援を重点項目のひとつとし、子どもの貧困対策、難病児支援、社会的養護の子ど
もたちへの支援などに取り組んでいます。 年からは、子どもたちがあたたかい家庭で暮らすことができる社会を目
指して「ハッピーゆりかごプロジェクト」を立ち上げ、特別養子縁組や里親制度に関する普及啓発、政策提言、調査
研究、人材育成などの事業を実施しています。
日本には生みの親と暮らすことができず、社会的養護を必要とする子どもが約 人います。現在はその 割
以上が乳児院や児童養護施設などの施設で生活しており、里親やファミリーホームなどの家庭的な環境で暮らす子
どもは約 人と ％程度です。国際的には、子どもの権利条約で子どもは家庭環境で生活する権利があると
されており、生みの親と暮らすことができない場合は、できる限り里親や養子縁組などの家庭的な環境を提供するべ
きとされています。イギリスや米国では里親委託率は 割を超えており、特に乳幼児については家庭での養育が重視
されています。
日本でも 年に改正児童福祉法が成立し、子どもは里親や養子縁組など家庭と同様の環境での養育を優
先することが原則となりました。また、 年には「新しい社会的養育ビジョン」が発表され、３歳未満については
概ね５年以内に、それ以外の就学前の子どもについては概ね７年以内に里親委託率 ％以上を実現し、学童
期以降は概ね 年以内を目途に里親委託率を ％以上を実現するという目標が掲げられました。このビジョンを
推進していくためには、里親のリクルート、研修、支援等を包括的におこなうフォスタリング機関の拡充が不可欠で、
「フォスタリング機関（里親養育包括支援機関）及びその業務に関するガイドライン」も公表されています。
本調査は、このように里親養育を推進する機運が急速な高まりを見せる中、今後の里親リクルートの戦略的な展
開に寄与することを目的として企画されました。都道府県や市などの行政機関でも里親に関する意識調査は実施
していますが、本調査は養育里親のリクルートに焦点をしぼり、誰をターゲットとして、どんなメッセージを、どんな媒体
で伝えるべきか、また里親になりたいという気持ちを高めて行動にうつしてもらうためには、どのような施策が有効かを
分析しています。
結果の詳細は本編にゆずりますが、潜在的な里親候補は我々が予想していたよりはるかに多いことが明らかとなり、
調査に携わった一同にとって非常に希望の持てる結果となりました。
各都道府県は、 年 月までに新しい社会的養育計画を策定する予定で、里親養育の拡充はその重点項
目のひとつです。本調査を今後、里親リクルートにあたる児童相談所、フォスタリング機関、里親会などにぜひ活用し
て頂きたいと思います。

日本財団 公益事業部 「ハッピーゆりかごプロジェクト」 里親意向調査チーム
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本調査票
【自分自身/生活に対する意識・子育て観】 回答者=本調査対象者

あなたの生活に対する意識についてうかがいます。それぞれについて、あてはまるものをお選びください。

【項目】 ブロックランダマイズ 【選択肢】
生活意識 活動的・行動的に人生を送りたい あてはまる
生活意識 社会や地域に役立つ人生を送りたい ややあてはまる
生活意識 品の良い人生を送りたい どちらともいえない
生活意識 やすらぎのある人生を送りたい あまりあてはまらない
生活意識 人任せな人生を送りたい あてはまらない
生活意識 モノではなく、こころが豊かな人生を送りたい
生活意識 自由、気ままに人生を送りたい
生活意識 家族や友人を大切にして人生を送りたい
生活意識 堅実、安定した人生を送りたい
生活意識 金銭的に豊かで、ぜいたくな人生を送りたい
生活意識 できるだけ人や社会に関わらずに人生を送りたい
子育て観 子育てをすることで人間的に成長できる
子育て観 子育てを通じて人間関係が広がる
子育て観 子育ては経済的負担が大きい
子育て観 子育てをすると自分のやりたいことができない
子育て観 親は子育てに責任がある
子育て観 子どもを育てることは生きがい・喜び・希望である
子育て観 子どもは自分の血を後世に残せるものである
子育て観 子どもは周囲の手を借りず、自分たちだけで育てるものだ
子育て観 子どもは周囲の協力を得ながら育てるものだ

本調査報告書に関するご意見・お問い合わせは、下記までお願いします。

日本財団ハッピーゆりかごプロジェクト
WEBサイト：http://happy-yurikago.net/

無断転載、複製および訳転載を禁止します。
引用の際は本書が出典であることを必ず明記してください。
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